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１．背景

余剰発生件数 (朝日新聞)(1) 余剰発生件数 (河北新報)(1)

支援物資の需要と供給にミスマッチが発生し、大量の過不足が発
生してしまった

２．研究目的

課題 ニーズ把握の遅れ

個人による支援が避難所運営の妨げになっている

支援格差の発生

本発表ではこの課題にフォーカスする

レジリエンス協会会員および定例会参加者向けです。無断転載禁止。



１．Introduction
Based on this experience, the following support 
methods were considered(2)

After stabilization

Pull type Provide supplies while assessing the needs of shelters

Immediately after the disaster

Push type Provide prepared supplies regardless of shelter needs

２．Research Purpose

【Issue１：Delay in understanding needs】
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２．研究目的
【課題：支援格差の発生】

避難所 A 避難所 B

避難所間の支援格差

２．研究目的

東日本大震災後, ECサイトを用いた物資支援が普及していった

民間提供者 ECサイト 避難所
輸送する物資を購入 必要なものを掲載

ヤマト運輸・佐川急便

熊本地震で実施された通販サイトを用いたプル型支援(2)
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２．Research Purpose

【Issue２：Individual Donations Hinder Shelter Operations】

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240111/k10014316641000.html

３．提案方式

災害時の物資支援で利用されるECサイトの新機能提案とその評価

• アマゾンほしい物リストへの機能追加

• 画面デザインのモックアップ実装

概要

• 支援物資の分散

目的

Amazonが本機能を実装するメリット

• ほしい物リストを利用するきっかけとなり，利便性が評価されると
Amazonユーザーの獲得につながる

ユーザーの増加

• 社会問題の解決に貢献することで，企業イメージが大きく向上する

企業イメージの向上

• 支援活動を通じて，ユーザーのニーズや行動パターンに関するデータを
収集できる

購入データの蓄積

構成
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避難所一覧

避難所一覧(既存) (3)

手法 1: 支援率の表示

避難所一覧(提案)

避難者数 支援率

３．Proposal Method 物資一覧

物資一覧(既存) (3)
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手法 2: 支援状況の表示

物資一覧(提案)

支援率バーのデザイン

４．調査結果

対象

• 一般の方26人を対象に評価を実施

詳細

• 支援格差分散への効果調査

• 物資支援の際にECサイトを利用する意欲度の調査

４．調査結果
シナリオ

"数日前に東海地方で大規模な地震が発生しまし
た．インフラが回復し，避難所への物資支援が
開始されたことをテレビで知ったあなたは，

自分も何か支援したいと思いました
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４．調査結果

避難所一覧(提案)

４．調査結果
•どの避難所を最も支援したいですか？

４．調査結果

•理由として最も当てはまるものを選んでください

４．調査結果

物資一覧(提案)
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４．調査結果

•どの物資を最も支援したいですか？

４．調査結果

•理由として最も当てはまるものを選んでください

４．調査結果

•過去の災害時，通販サイトを通じた物資支援が実施されていた
ことを知っていましたか？

４．調査結果

•今後，物資支援をする際にあなたは通販サイトを利用したいで
すか？

利用への意欲度 高低
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５．考察

•避難所ごとの支援の分散に効果があった

•物資ごとの支援の分散にはあまり効果がなかった

•物資支援の手法としてECサイトの認知度は低いが，半数の人が
今後の利用に前向きだった

６．今後の展望

実際の避難者による評価

デジタル格差への対応

７．まとめ

課題

• 個人による物資の支援格差

解決手法

• ECサイトのモックアップ実装とその評価

得られた結果

• 各避難所の支援率を可視化することが支援の分散
につながった
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